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通期業績予想の修正及び特別利益・特別損失の発生に関するお知らせ 

 
 最近の業績の動向等を踏まえ、平成 21 年８月 17 日に公表しました業績予想を下記のとおり修正すると
ともに、特別利益及び特別損失の計上が発生いたしましたのでお知らせいたします。 

記 

（金額の単位：百万円） 
 

平成 22 年６月期通期連結業績予想数値の修正（平成 21 年７月１日～平成 22 年６月 30 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1 株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円

36,900

百万円

400

百万円

330

百万円 

130 

円銭

14.89

今回修正（Ｂ） 37,614 466 296 180 20.86

増減額（Ｂ－Ａ） 714 66 △33 50 ―

増減率（％） 1.9 16.6 △10.3 39.1 ―

(ご参考)前期実績 

(平成 21 年６月期) 
38,013 384 312 226 25.93

 

平成 22 年６月期通期個別業績予想数値の修正（平成 21 年７月１日～平成 22 年６月 30 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1 株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円

15,800

百万円

250

百万円

200

百万円 

100 

円銭

11.45

今回修正（Ｂ） 17,450 367 313 242 27.99

増減額（Ｂ－Ａ） 1,650 117 113 142 ―

増減率（％） 10.4 47.1 56.6 142.7 ―

(ご参考)前期実績 

(平成 21 年６月期) 
16,781 292 196 176 20.18

 

１．業績予想の修正理由 
 通期連結業績予想につきましては、請負工事事業等において、営業エリアの拡大による受注増加で、
売上が予想を上回る見通しとなりました。利益面では増収により、営業利益は上回る見通しとなりま
したが、経常利益につきましては、持分法損失の計上により予想を下回る見通しとなりました。当期
純利益につきましては、下記の特別利益、特別損失の発生がありましたが、営業利益の増加により当
初予想を上回る見通しであります。 

また、通期個別業績予想につきましては、通期連結業績予想と同様の理由により、売上が予想を上
回る見通しとなりました。利益面では増収により、営業利益、経常利益、当期純利益も予想を上回る
見通しとなりましたので、修正いたします。 
 
２．特別利益の発生 
 過年度に計上した貸倒引当金戻入額により、連結で 135 百万円、個別で 147 百万円を計上いたしま
す。 
 
３．特別損失の発生 
 個別、連結において、アスベスト撤去処理、ＰＣＢ廃棄物の処理費用の支出に備えるため、今後発
生すると見込まれる金額について環境対策引当金繰入額 98 百万円を計上いたします。また、不採算部
門の固定資産の減損損失 47 百万円を計上いたします。 
 
（注）上記の業績予想につきましては、現時点での入手可能な情報に基づき判断したものであります。
従いまして、実際の業績は様々な要因により、この予想とは異なる場合があります。 

以 上 


